
Ⅰ．業務概要

1．業務名称 （　　阿南市立阿南図書館除却工事設計業務　　）

2．委託期間 （   契約締結の翌日 ～ 令和  6 年  2 月 29 日  ）

3．計画施設概要

本業務の対象となる施設（以下「対象施設」という。）の概要は次のとおりとする。

(1) 施設名称 （ 阿南市立阿南図書館 ）

(2) 敷地の場所 （ 阿南市領家町本荘ヶ内121 ）

(3) 建築年 （ 昭和55年 ）

(4) 敷地面積 （ 2694.28㎡ ）

(5) 建築面積 （ 712.29㎡ ）

(6) 延床面積 （ 1549.20㎡ ）

(7) 建築物高さ （ 12.1ｍ ）

(8) 構造・階数 （ 鉄筋コンクリート造・地上3階 ）

(9) その他付属建物 （ 駐輪場、石碑、国旗掲揚台、浄化槽 ）

平成31年国土交通省告示第98号 別添二 第十二号 第2類  とする。

4．設計与条件

(1) 業務内容

1）解体事前調査業務

・建築年次、構造、既存の設計図書等及び現場において建物・敷地全体を確認し、

　その内容を設計業務に反映させること。調査の結果、障害物、公害関係及び設備

　関連事項等について問題が生じる恐れがあると判断される場合は、監督員に状況

　を報告の上、対応を協議すること。

・また、アスベスト含有調査業務については別途発注しており、調査結果を確認次

　第、設計に反映することとする。なお、上記に記した内容で追加調査又は新たな

　調査業務が必要な場合は監督員に報告するものとする。

2）解体設計業務

・建物解体後の埋戻しについては、設計ＧＬまで埋め戻すのに必要な土量をそれぞ

　れ設計すること。

・解体工事による騒音、振動、粉塵、排水処理、工期及びコスト等の影響を比較検

　討した資料を作成し、解体工法を選定すること。

・アスベスト除去について、仮設計画、環境対策、工期、コスト等の影響を比較検

　討した資料を作成し、アスベスト除去工法を選定すること。

・地中杭撤去について、仮設計画、環境対策、工期、コスト等の影響を比較検討し

建築・設備設計業務委託特記仕様書（改修・解体）



　た資料を作成し、地中杭撤去工法を選定すること。

・解体工事のための各種構造検討、構造計算、仮設計画及び解体手順を検討した資

　料を作成し、必要なものについては設計図書に反映させること。

・解体工事により周辺環境（道路、水路、隣接建物）に影響を与える恐れがある場

　合は、その対策方法を検討すること。

・当該敷地内の石碑については、担当課及び監督員との協議による.

 (2) 解体工事の条件

a．予定工事費（税抜き、経費抜） （ ）

b．予定工期 （ ）

（3) 工事種別

・ 改修 ☉ 解体  

（4）提出期限

・業務計画書　 （ ）

・予定概算工事費（設計書） （ ）

・成果物 （ ）

5.管理技術者の資格要件

管理技術者の資格要件は次による。

・ 建築士法（昭和25年法律第202号。以下同じ。）

第2条第2項に規定する一級建築士

Ⅱ．業務仕様

本特記仕様書に記載されていない事項は、「建築・設備設計業務委託共通仕様書」

（以下「共通仕様書」という。）による。

1．設計業務の内容及び範囲

本業務は以下に掲げるもののうち、◎印が付いたものを適用する。

（1）一般業務の範囲

ａ．実施設計

・建築（総合）実施設計に関する標準業務（設計意図の伝達業務を除く）

・建築（構造）実施設計に関する標準業務（設計意図の伝達業務を除く）

・電気設備実施設計に関する標準業務（設計意図の伝達業務を除く）

・機械設備実施設計に関する標準業務（設計意図の伝達業務を除く）

（2） 追加業務の内容及び範囲

未定

未定

契約後14日以内

令和5年10月31日

令和6年2月1日



ａ．積算業務

建築積算

・積算数量算出書の作成

・単価作成資料の作成 

・見積の収集

・見積検討資料の作成

電気設備積算

・積算数量算出書の作成

・単価作成資料の作成 

・見積の収集

・見積検討資料の作成

機械設備積算

・積算数量算出書の作成

・単価作成資料の作成 

・見積の収集

・見積検討資料の作成

解体積算

◎積算数量算出書の作成

◎単価作成資料の作成 

◎見積の収集

◎見積検討資料の作成

ｂ．その他

◎アスベストの除去方法の検討及び資料作成

◎地中杭の撤去方法の検討及び資料作成

◎解体工事に伴う周辺環境への影響検討・調査業務

◎概略工事工程表の作成

◎既設建物解体計画概要書、既設建物解体計画説明書の作成

◎各打合せ記録の作成

◎既設図面データ化

◎敷地測量

2．業務の実施

（1） 一般事項

ａ．実施設計業務は、提示された設計与条件、基本設計図書及び適用基準等に

　　基づき行う。

ｂ．積算業務は、監督員の承諾を受けた実施設計図書及び適用基準に基づき行う。

ｃ．設計に当たっては、工事現場の生産性向上（省人化及び工事日数短縮）に

　　配慮する。

ｄ. 「建設工事公衆災害防止対策要網」（令和元年　国土交通省告示第496号）

　　に基づき、現場の施工条件を十分に調査した上で、施工時における公衆災



　　害の発生防止に努めるとともに、施工時に留意すべき事項がある場合には、

　　成果物に明示する。

ｅ．各業務段階において、監督員からの指示がある場合、業務の進捗状況並び

　　に実施内容を監督職員に提出する。

（2）適用基準等

本業務は以下に掲げる技術基準等を適用する。受注者は業務の対象である施設

の設計内容及び業務の実施内容が技術標準等に適合するよう業務を実施しなけ

ればならない。

ａ．共通

・官庁施設の基本的性能基準

・官庁施設の総合耐震計画基準

・官庁施設の総合耐震診断・改修基準

・省エネルギー建築設計指針

・公共住宅建設工事共通仕様書

・公共住宅改修工事共通仕様書

・建築物解体工事共通仕様書

ｂ．建築

・敷地調査共通仕様書

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

・建築工事監理指針

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

・建築改修工事監理指針

・公共住宅建築工事共通仕様書解説書（総則編・調査編・建築編）

・建築構造設計基準

・建築工事標準詳細図

ｃ．設備

・建築設備計画基準

・建築設備設計基準

・公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）

・公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

・電気設備工事監理指針

・公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事）

・公共住宅建設工事共通仕様書解説書（総則編・電気設備編）

・公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

・公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）

・機械設備工事監理指針

・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事）

・公共住宅建設工事共通仕様書解説書（総則編・機械設備編）

・排水再利用・雨水利用システム計画基準



・建築設備耐震設計・施工指針

ｄ．積算

・公共建築工事積算基準

・公共建築工事積算基準の解説

・建築数量積算基準同解説

・建築設備数量積算基準同解説

・公共住宅建築工事積算基準

・公共住宅電気設備工事積算基準

・公共住宅機械設備工事積算基準

・公共住宅屋外設備工事積算基準

（3）業務計画書

ａ．業務計画書には、契約図書及び共通仕様書3.2の設計方針に基づき、次の各号

　　に掲げる事項を記載するものとする。

・委託業務方針

・業務実施体系図

・管理技術者、主任技術者、担当技術者（建築・構造・機械設備・電気設

　備）の氏名及び資格等

・業務工程表

・協力者がある場合は、協力者の概要、担当する業務内容及び担当技術者

　名並びに資格等

・その他、監督職員が必要に応じ指定する事項

ｂ．受注者は、業務工程表の作成にあたっては、建築確認申請の手続きが必要な

　　場合には、この所要日数を確保したものとし、また、監督員が行う成果物等

　　の確認のための日数を考慮するものとする。

ｃ. 受注者は、前項の業務工程表の作成（変更の場合を含む）について、あらか

　　じめ監督員と協議を行うものとする。これを変更する場合も同様とする。

ｄ. 受注者は、委託業務について協力者がある場合には、契約書に基づき、業務

　　の一部を委任する協力者及び内容について発注者の承諾を得て業務計画書を

　　作成しなければならない。

（4）貸与資料等

ａ．既存設計図書等（　阿南市立図書館新築工事　建築・構造・機械・電気　）　　

ｂ．図面データ等　（　阿南図書館耐震診断業務　）

ｃ．その他

阿南市立阿南図書館アスベスト含有調査結果については、別途発注の阿南

市立阿南図書館アスベスト含有調査業務での調査結果が提出され次第、貸

与とする。



（5）打合せ及び記録

打合せは次の時期に行い、速やかに記録を作成し、監督員に提出する。

ａ．業務着手時

ｂ．監督員又は管理技術者が必要と認めた時

（6）その他、業務の履行に係る条件等

ａ．成果物の取り扱いについて

提出されたCADデータについては、当該施設に係る工事の受注業者に貸与し、

当該工事における施工図の作成、当該施設の完成図の作成及び完成後の維

持管理等に使用することがある。

ｂ．写真の著作権の権利等について

受注者は写真の撮影を再委託する場合は、次の事項を条件とすること。

1）写真は、阿南市が行う事務並びに阿南市が認めた公的機関の広報に無償

　 で使用することができる。この場合において、著作者名を表示しないこ

   とができる。

2）次に揚げる行為をしてはならない。（ただし、あらかじめ発注者の承諾

　 を受けた場合は、この限りではない。）

　 ① 写真を公表すること。

   ② 写真を他人に閲覧させ、複写させ、又は譲渡すこと。

ｃ．暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について

1）本業務において、暴力団員等による不当介入を受けた場合は、断固とし

　 てこれを拒否すること。また、不当介入を受けた時点で速やかに警察に

   通報を行なうとともに、捜査上必要な協力を行うこと。再委託先等が不

   当介入を受けたことを認知した場合も同様とする。

2）1により警察に通報又は捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　 その内容を記載した書面により発注者に報告すること。



３．成果物

本業務は以下に掲げるもののうち、○印が付いたものを適用する。

 (1) 実施設計

次表のうち、○印を付したものを、指定部数提出する。

○

○

○

○

△

△

○

○

○

○

○

○

○

設計図書一覧表1（赤文字：既存図面をデータ化したものを利用する想定）

　

○

○

○

○

○

種　類 数量等 備　考

設計図書（原図）
次に掲げる設計図書一覧表1～3のうち、
○印を付したものの原図一式

図面ケースとも　(A2版)
電子データ（JWW形式、PDF形式）

設計書
RIBCデータ
白焼き２部

電子データ（RIBCほか）

数量計算書 原稿一式
数量調書
単価調書及び見積書等

設計計算書 原稿一式

透視図
外観（　　）枚
内観（　　）枚

鳥瞰、方向等を特記

模型

建築確認申請書 必要があれば（必要部数） 確認済証及び審査議事録

消防法による届出書 必要があれば（必要部数） 使用開始届及び関係図書

アスベスト除去検討書 検討書一式 除去方法・費用等比較表ほか

地中杭撤去検討書 検討書一式 撤去方法・費用等比較表ほか

周辺環境への影響検討書
及び調査報告書 各1部

概略工事工程表 各1部 全体・分割工程とも

既設建物解体計画概要書
既設建物解体計画説明書 各1部 電子データ(PDF形式)

打合せ記録 各1部

既設図面データ化 各1部
電子データ
(PDF,JPEG,TIFF形式)

種　類 備　考 種　類 備　考

Ａ．共通設計図

　1．表紙 1枚

　2．図面目録 1枚

　3．特記仕様書 3枚

　4．付近見取図 1枚



設計図書一覧表2（赤文字：既存図面をデータ化したものを利用する想定）

　 備考 　 備考

○ ○ 1枚

○ 3枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 4枚 ○ 2枚

○ 2枚 ○ 2枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 3枚

○ 2枚 ○ 4枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 2枚

○ 2枚 ○ 2枚

○ 1枚 ○ 2枚

○ 1枚 ○ 2枚

○ 2枚 ○ 2枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 2枚 ○ 1枚

○ 2枚 ○ 2枚

○ 1枚 ○ 2枚

○ 1枚 ○

○ 1枚 ○

○ 2枚 ○

○ 1枚 ○

○ 3枚 ○

○ 1枚 ○

○ 4枚 ○

種　類 種　類

Ｂ．建築総合 　27．木製建具表

　1．特記仕様書
　28．受水槽、
　　　高架タンク架台詳細図

　2．内部、外部仕上表
　　 (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材示す)

　29．リフト図

　3．配置図
 　　(外構撤去リスト)

　30．排水ポンプ槽

　4．1.2.3.R階平面図 　31．外構撤去詳細図

　5．立面図 　32．仮設図

　6．矩計図 　33．解体後配置図

　7．階段矩計図
　　 平面詳細図

Ｃ．建築構造

　8．屋外階段矩計図
　　　平面詳細図

　1．鉄筋コンクリート構造配筋
　　　基準図（No.1～No.4）

　9．玄関ホール平面詳細図
　　　断面図、展開図

　2．杭、基礎伏図

　10．書庫整理室平面詳細図
　　 　断面図、展開図

　3．基礎配筋図、
　　　地中梁リスト

　11．事務室・BM書庫
　　　平面詳細図、断面図、展開図

　4．1階柱伏図(柱脚、柱頭)

　12．一般閲覧室平面詳細図
　　　カウンター詳細図、展開図

　5．2.3階柱伏図

　13．児童閲覧室平面詳細図
　　  断面図、展開図

　6．2階梁伏図

　14．1階便所平面詳細図
　　  展開図

　7．3階梁伏図

　15．講習室・館長室
　　　平面詳細図、展開図

　8．R階梁伏図

　16．会議室・物置
　　　平面詳細図、展開図

　9．スラブ配筋リスト

　17．資料室1.2平面詳細図
　　　戸棚断面図、展開図

　10．各配筋図

　18．参考閲覧室平面詳細図
　　　展開図

　11．ラーメン図(3通、5通)

　19．2階便所・湯沸室
　　　平面詳細図、展開図

　12．ラーメン図(B通)

　20．機械室平面詳細図
　　　断面図、展開図

　21．書庫・ライブラリー
　　　平面詳細図、展開図

　22．視聴覚室平面詳細図
　　　展開図

　23．3階便所平面詳細図
　　　展開図

　24．1.2.3階天井伏図
　　　3階床伏図

　25．1.2.3階建具配置図

　26．鋼製建具表(No.1～No.4)



設計図書一覧表3（赤文字：既存図面をデータ化したものを利用する想定）

　 備考 　 備考

○ ○

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ Ｆ．給排水衛生設備設計図

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚 ○ 1枚

○ 1枚

(注) ：建築（構造）の成果物は、建築（意匠）実施設計の成果物の中に含めることができる。

：積算数量算出書の作成は、積算営繕システムRIBC（㈶建築コスト管理システム研究所）

  による。

：建築CADデータ形式は、JWW形式とし、監督員との協議による。

種　類 種　類

Ｄ．電気設備 Ｅ．空気調和設備設計図

　1．仕様書・配線図 　1．仕様書・機器表1

　2．キュービクル単線結線図
　　　盤結線図1

　2．機器表2

　3．盤結線図2 　3．冷暖房設備1階平面図

　4．1階幹線動力弱電配線図 　4．冷暖房設備2階平面図

　5．2階幹線動力弱電配線図 　5．冷暖房設備3階平面図

　6．3階幹線動力弱電配線図

　7．R階幹線動力弱電配線図 　1．仕様書・機器表

　8．1階電灯
　　　コンセント配線図

　2．配置図

　9．2階電灯
　　　コンセント配線図

　3．1階配管平面図

　10．3階電灯
　　　コンセント配線図

　4．2階配管平面図

　11．照明器具姿図 　5．3階配管平面図

　12．1階自火報配線図、
　　　警備保障配管図

　6．R階配管平面図

　13．2階自火報配線図、
　　　警備保障配管図

　7．1階配管平面詳細図

　14．3階自火報配線図、
　　　警備保障配管図

　8．2階配管平面詳細図

　15．1階空気調和設備用
　　　配線図

　9．3階配管平面詳細図

　16．2階空気調和設備用
　　　配線図

　10．配管系統図

　17．3階空気調和設備用
　　　配線図

　11．浄化槽図

　18．R階空気調和設備用
　　　配線図


